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１

　

ク
ェ
ゼ
リ
ン
本
島
の
上
空
で
は
、
何
十
条
も
の
飛
行
機
雲

が
絡か

ら

み
合
い
、
複
雑
な
紋も

ん

様よ
う

を
形
作
っ
て
い
た
。

　

そ
の
紋
様
を
、
か
き
乱
し
、
切
り
刻
む
よ
う
に
し
て
、
多

数
の
機
体
が
上
下
に
、
左
右
に
飛
び
交
っ
て
い
る
。

　

ク
ェ
ゼ
リ
ン
本
島
の
守
り
に
就つ

い
て
い
る
第
一
航
空
隊
の

零
戦
が
、
来
襲
し
た
敵
機
を
迎
え
撃
っ
て
い
る
の
だ
。

「
ウ
ェ
ー
ク
沖
の
お
返
し
の
つ
も
り
か
？
」

　

千ち

歳と
せ

航
空
隊
の
溝み

ぞ

畑は
た

徹と
お
る

中
尉
は
、
零
戦
を
操あ

や
つり
な
が
ら

呟つ
ぶ
やい
た
。

　

千
歳
空
に
と
り
、
米
軍
機
と
の
対
戦
は
二
度
目
に
な
る
。

　

開
戦
初
日
の
ウ
ェ
ー
ク
沖
海
戦
で
は
、
同
じ
千
歳
空
の
一

式
陸
上
攻
撃
機
と
共
に
、
ク
ェ
ゼ
リ
ン
環か

ん

礁し
ょ
う

北
端
の
ル
オ

ッ
ト
島
か
ら
発
進
し
、
五
四
〇
浬カ

イ
リ
の
遠
距
離
を
飛
行
し
て
、

敵
機
動
部
隊
の
上
空
に
到
達
し
た
。

　

そ
こ
で
グ
ラ
マ
ン
Ｆ
４
Ｆ
〝
ワ
イ
ル
ド
キ
ャ
ッ
ト
〞
と
戦

っ
た
後
、
ま
た
五
四
〇
浬
を
飛
ん
で
、
ル
オ
ッ
ト
島
に
帰
還

し
た
の
だ
。

　

こ
の
と
き
は
三
二
機
が
出
撃
し
、
七
機
が
未
帰
還
と
な
っ

て
い
る
。

　

そ
の
日
か
ら
一
週
間
後
の
一
〇
月
一
〇
日
、
敵
機
動
部
隊

は
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
を
襲
っ
て
来
た
の
だ
。

　

最
初
に
攻
撃
を
受
け
た
の
は
、
南
東
部
の
メ
ジ
ュ
ロ
環
礁

で
、
同
地
の
守
備
隊
は
大
打
撃
を
受
け
て
い
る
。

　

米
軍
は
続
け
て
、
マ
ー
シ
ャ
ル
の
中
心
地
で
あ
る
ク
ェ
ゼ

リ
ン
に
仕
掛
け
て
来
た
。

　

ル
オ
ッ
ト
の
千
歳
空
に
も
迎
撃
が
命
じ
ら
れ
、
エ
ン
ジ
ン

不
調
の
た
め
に
出
撃
を
見
送
ら
れ
た
機
体
を
除
い
た
二
〇
機

が
、
ク
ェ
ゼ
リ
ン
本
島
に
急
行
し
た
の
だ
。

　

戦
闘
機
隊
隊
長
を
務
め
る
飛ひ

騨だ

昌ま
さ

之ゆ
き

大
尉
の
零
戦
が
、
大

き
く
バ
ン
ク
し
た
。

　

飛
騨
が
直じ

き

率そ
つ

す
る
第
一
中
隊
の
零
戦
が
真
っ
先
に
突
撃
を

開
始
し
、
内う

ち

田だ

貞さ
だ

夫お

大
尉
が
率
い
る
第
二
中
隊
も
続
い
た
。

　

内
田
機
と
第
一
小
隊
の
二
、
三
番
機
は
左
に
旋
回
す
る
。
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溝
畑
も
、
自
身
が
率
い
る
第
二
小
隊
の
二
機
と
共
に
、
第

一
小
隊
に
後
続
す
る
。

　

二
中
隊
の
前
方
で
は
、
一
群
の
機
体
が
緊
密
な
編
隊
形
を

組
ん
で
い
る
。

　

胴
体
の
前
半
分
が
太
く
、
後
ろ
半
分
が
細
い
機
体
だ
。
風ふ

う

防ぼ
う

は
前
後
に
長
く
、
複
座
機
で
あ
る
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。

　

ダ
グ
ラ
ス
Ｓ
Ｂ
Ｄ
〝
ド
ー
ン
ト
レ
ス
〞。
九
九
式
艦
上
爆

撃
機
の
ラ
イ
バ
ル
と
も
呼
ぶ
べ
き
、
米
海
軍
の
艦
爆
だ
。

　

飛
行
場
の
滑
走
路
か
、
付ふ

帯た
い

設
備
を
狙ね

ら

っ
て
い
る
こ
と
は

間
違
い
な
い
。
先
頭
の
梯て

い

団だ
ん

は
、
今
に
も
急
降
下
に
転
じ
そ

う
だ
。

　

そ
の
ド
ー
ン
ト
レ
ス
群
を
指
し
て
、
第
二
中
隊
は
真ま

一い
ち

文も
ん

字じ

に
突
進
す
る
。

　

右
前
方
か
ら
、
Ｆ
４
Ｆ
四
機
が
向
か
っ
て
来
た
。

　

第
一
小
隊
が
右
に
旋
回
し
、
Ｆ
４
Ｆ
を
迎
え
撃
つ
。

　

溝
畑
は
二
小
隊
を
率
い
、
ド
ー
ン
ト
レ
ス
群
に
向
か
う
。

　

ド
ー
ン
ト
レ
ス
の
一
番
機
が
機
体
を
翻

ひ
る
が
えし
、
急
降
下
に

転
じ
る
。
二
、
三
、
四
番
機
が
こ
れ
に
続
く
。

　

五
番
機
が
機
体
を
翻
そ
う
と
し
た
と
き
、
溝
畑
の
照

し
ょ
う

準じ
ゅ
ん

器き

が
こ
れ
を
捉と

ら

え
た
。

　

発
射
把は

柄へ
い

を
握
る
や
、
両
翼
に
発
射
炎
が
閃ひ

ら
めき
、
真
っ
赤

な
太
い
火か

箭せ
ん

が
噴
き
延
び
た
。

　

火
箭
は
心
持
ち
下
に
カ
ー
ブ
し
、
急
降
下
に
転
じ
た
ば
か

り
の
ド
ー
ン
ト
レ
ス
に
突
き
刺
さ
っ
た
。

　

ド
ー
ン
ト
レ
ス
の
機
首
か
ら
黒
い
塵ち

り

の
よ
う
な
も
の
が
飛

び
散
り
、
炎
と
黒
煙
が
噴
出
し
た
。

　

溝
畑
に
続
い
て
、
小
隊
三
番
機
の
岩い

わ

田た

真し
ん

治じ

三
等
飛
行
兵

曹
が
七
番
機
を
仕し

留と

め
る
。

　

二
番
機
の
周す

防お
う

勲い
さ
お

一
等
飛
行
兵
曹
は
、
一
、
三
番
機
の

後
方
で
目
を
光
ら
せ
て
い
る
。

　

ド
ー
ン
ト
レ
ス
の
六
、
八
番
機
が
急
降
下
に
移
ろ
う
と
す

る
が
、
溝
畑
と
岩
田
は
逃
が
さ
な
い
。

　

溝
畑
機
の
射
弾
は
、
横
転
し
た
ド
ー
ン
ト
レ
ス
の
風
防
に

突
き
刺
さ
る
。

　

割
れ
砕
け
た
風
防
ガ
ラ
ス
の
破
片
が
飛
び
散
り
、
コ
ク
ピ

ッ
ト
が
真
っ
赤
に
染そ

ま
っ
た
よ
う
に
見
え
た
が
、
機
体
は
す
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ぐ
に
姿
を
消
す
。

　

岩
田
機
の
射
弾
は
、
敵
八
番
機
の
左
主
翼
を
捉
え
る
。

　

閃せ
ん

光こ
う

が
走
り
、
ド
ー
ン
ト
レ
ス
の
左
主
翼
は
中
央
か
ら
分

断
さ
れ
る
。

　

片
方
の
揚よ

う

力り
ょ
く
を
失
っ
た
ド
ー
ン
ト
レ
ス
は
、
螺ら

旋せ
ん

を
描

く
よ
う
に
回
転
し
な
が
ら
墜
落
す
る
。

　

後
方
に
い
た
ド
ー
ン
ト
レ
ス
群
の
う
ち
、
四
機
が
旋
回
し
、

第
二
小
隊
に
機
首
を
向
け
た
。

　

一
、
二
番
機
の
機
首
に
発
射
炎
が
閃
き
、
四
条
の
火
箭
が

噴
き
延
び
た
。

　

溝
畑
は
、
半な

か

ば
反
射
的
に
操そ

う

縦じ
ゅ
う

桿か
ん

を
倒
し
、
左
旋
回
を

か
け
る
。
周
防
機
、
岩
田
機
は
右
だ
。

　

傍は
た

か
ら
は
、
零
戦
三
機
が
ド
ー
ン
ト
レ
ス
に
追
い
散
ら
さ

れ
た
よ
う
に
見
え
た
か
も
し
れ
な
い
。

　

左
旋
回
を
か
け
た
溝
畑
機
の
横
合
い
か
ら
、
火
箭
が
突
き

込
ま
れ
る
。

　

後
席
の
偵
察
員
が
、
旋
回
機
銃
を
放
っ
た
の
だ
。

　

ド
ー
ン
ト
レ
ス
の
後
方
に
回
り
込
む
零
戦
を
、
七
・
七
ミ

リ
弾
の
細
い
火
箭
が
追
っ
て
来
る
。

　

溝
畑
は
、
右
旋
回
に
切
り
替
え
る
。

　

横
転
に
近
い
角
度
ま
で
倒
れ
た
零
戦
が
、
小
さ
な
半
径
を

描
い
て
、
ド
ー
ン
ト
レ
ス
群
の
後
ろ
下
方
へ
と
回
り
込
む
。

　

溝
畑
は
操
縦
桿
を
手
前
に
引
き
、
エ
ン
ジ
ン
・
ス
ロ
ッ
ト

ル
を
フ
ル
に
開
い
た
。

　

ド
ー
ン
ト
レ
ス
と
の
距
離
が
詰
ま
り
、
照
準
器
の
白
い
環わ

が
敵
機
の
下し

た

腹は
ら

を
捉
え
る
。

　

発
射
把
柄
を
握
る
や
、
両
翼
か
ら
二
〇
ミ
リ
弾
の
火
箭
が

ほ
と
ば
し
る
。

　

ド
ー
ン
ト
レ
ス
の
下
腹
か
ら
、
無
数
の
破
片
が
飛
び
散
っ

た
。
敵
機
は
火
を
噴
く
こ
と
な
く
、
大
き
く
機
首
を
下
げ
、

真ま

っ
逆さ

か

さ
ま
に
墜
落
し
始
め
た
。

　

周
防
機
、
岩
田
機
も
、
一
機
ず
つ
を
仕
留
め
て
い
る
。

　

三
機
の
ド
ー
ン
ト
レ
ス
が
炎
と
黒
煙
を
引
き
ず
り
、
地
上

へ
と
落
下
し
て
ゆ
く
。

　

二
小
隊
が
ド
ー
ン
ト
レ
ス
四
機
と
戦
っ
て
い
る
間
に
、
周

囲
か
ら
ド
ー
ン
ト
レ
ス
の
機
影
が
消
え
て
い
る
。



アメリカ海軍  SBD「ドーントレス」

　アメリカ海軍が運用する艦上爆撃機。陸軍、海兵隊でも使用されている。
低翼配置の主翼、尾輪式とオーソドックスな機体構造に、引込脚やダイブ・
ブレーキを兼ねた穴あきフラップなど、さまざまな新機軸を採り入れた設
計となっている。良好な運動性能に加え、機首に12.7ミリ機銃２丁を備え、
しばしば戦闘機を相手に空戦を行っている。また、大きな航続力を生かし
て偵察機としても運用され、艦隊の目としても活躍している。

全長 9.8m
翼幅 12.7m
全備重量 4,719kg
発動機 ライト R-1820-52 1,000馬力
最大速度 402km/時
兵装 12.7mm機銃×2丁（機首固定）／7.62mm機銃×2丁（後席旋回）
 800kg爆弾×1（最大）
乗員数 2名
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地
上
か
ら
は
、
何
条
も
の
黒
煙
が
立
ち
上
っ
て
い
る
。

　

二
小
隊
は
合
計
七
機
の
ド
ー
ン
ト
レ
ス
を
仕
留
め
た
が
、

爆
撃
の
阻そ

止し

は
で
き
な
か
っ
た
の
だ
。

　

溝
畑
は
残
弾
計
を
見
た
。

　

二
〇
ミ
リ
弾
は
二
〇
発
を
残
し
て
い
る
。

　

あ
と
一
機
、
う
ま
く
す
れ
ば
二
機
を
墜お

と
せ
る
弾
量
だ
。

　

溝
畑
は
周
防
機
、
岩
田
機
に
合
図
を
送
り
、
引
き
上
げ
つ

つ
あ
る
敵
編
隊
に
機
首
を
向
け
た
。

　

周
防
機
、
岩
田
機
も
、
溝
畑
機
に
追つ

い

随ず
い

す
る
。

　

ド
ー
ン
ト
レ
ス
群
の
背
後
か
ら
、
三
機
の
零
戦
が
距
離
を

詰
め
て
ゆ
く
。

　

敵
の
最
後
尾
に
位
置
し
て
い
た
機
体
が
二
機
、
反
転
し
た
。

　

直
ち
ょ
く

掩え
ん

の
Ｆ
４
Ｆ
が
追
跡
者
の
存
在
を
知
り
、
立
ち
向
か

っ
て
来
た
の
だ
。

　

Ｆ
４
Ｆ
に
特
有
の
、
太
く
て
丸
っ
こ
い
機
首
が
、
み
る
み

る
拡
大
す
る
。
猪

い
の
し
しが
、
真
正
面
か
ら
突
っ
込
ん
で
来
る
よ

う
な
凄す

ご

み
が
あ
る
。

　

敵
機
の
両
翼
に
発
射
炎
が
閃
く
寸す

ん

前ぜ
ん

、
溝
畑
は
操
縦
桿
を

左
に
、
次
い
で
右
に
と
倒
し
た
。

　

振
り
子
の
よ
う
に
振
ら
れ
る
零
戦
の
側
方
を
、
一
二
・
七

ミ
リ
弾
の
青
白
い
火
箭
が
通
過
す
る
。
二
、
三
発
、
胴
体
を

擦か
す

っ
た
ら
し
く
、
打
撃
音
が
響
く
。

　

溝
畑
機
と
二
機
の
Ｆ
４
Ｆ
が
、
互
い
に
猛
速
で
す
れ
違
う
。

　

溝
畑
は
、
後
方
を
振
り
返
ら
な
い
。

　

両
目
は
、
前
方
の
ド
ー
ン
ト
レ
ス
の
み
を
見
つ
め
て
い
る
。

　

溝
畑
機
の
左
に
岩
田
機
が
、
後
方
に
周
防
機
が
、
そ
れ
ぞ

れ
占せ

ん

位い

し
て
い
る
。

　

周
防
は
個
人
の
戦
果
よ
り
も
、
僚

り
ょ
う

機き

の
援
護
を
優
先
し

て
い
る
の
だ
。

（
持
つ
べ
き
も
の
は
腕う

で

利き

き
の
部
下
だ
）

　

腹
の
底
で
、
溝
畑
は
呟
い
た
。

　

階
級
は
、
江え

田た

島じ
ま

出
の
士
官
で
あ
る
溝
畑
の
方
が
上
だ
が
、

戦
闘
機
乗
り
と
し
て
の
技
量
と
経
験
は
、
周
防
が
数
段
上
を

ゆ
く
。

　

溝
畑
が
大お

お

分い
た

航
空
隊
で
戦
闘
機
専
修
学
生
の
訓
練
を
受
け

て
い
る
と
き
、
周
防
は
既
に
大
陸
の
戦
場
で
、
一
〇
機
以
上
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を
墜
と
し
て
い
た
の
だ
。

　

に
も
関
わ
ら
ず
、
周
防
は
溝
畑
を
立
て
、
よ
く
補
佐
し
て

く
れ
る
。

　

溝
畑
に
と
っ
て
は
、
勿も

っ

体た
い

な
い
ほ
ど
の
部
下
だ
。

　

ド
ー
ン
ト
レ
ス
と
の
距
離
が
詰
ま
る
。

　

追
跡
し
て
来
る
零
戦
に
気
づ
い
た
の
だ
ろ
う
、
ド
ー
ン
ト

レ
ス
が
互
い
に
距
離
を
詰
め
る
。
旋
回
機
銃
の
弾
幕
射
撃
に

よ
っ
て
、
零
戦
に
対
抗
す
る
つ
も
り
だ
。

　

溝
畑
は
左
手
で
、
ド
ー
ン
ト
レ
ス
群
の
下
方
を
指
し
た
。

　

旋
回
機
銃
の
死
角
に
な
る
、
後
ろ
下
方
か
ら
の
攻
撃
を
示

し
た
の
だ
。

　

分
か
り
ま
し
た
、
と
言
い
た
げ
に
、
岩
田
が
頷う

な
ずい
た
。

　

ド
ー
ン
ト
レ
ス
群
が
旋
回
機
銃
の
発
射
炎
を
閃
か
せ
る
よ

り
も
早
く
、
溝
畑
は
操
縦
桿
を
前
に
押
し
込
ん
だ
。

　

零
戦
が
機
首
を
下
げ
、
緩か

ん

降こ
う

下か

に
移
っ
た
。

　

敵
編
隊
の
中
央
に
い
た
一
機
が
、
機
体
を
左
に
横
転
さ
せ

た
。
垂
直
旋
回
を
か
け
、
溝
畑
と
岩
田
に
機
首
を
向
け
た
。

（
ド
ー
ン
ト
レ
ス
じ
ゃ
な
い
！
）

　

溝
畑
は
、
敵
機
の
正
体
に
気
づ
い
た
。

　

ド
ー
ン
ト
レ
ス
群
の
中
央
に
、
Ｆ
４
Ｆ
が
い
た
の
だ
。

　

Ｆ
４
Ｆ
の
両
翼
に
、
発
射
炎
が
閃
い
た
。

　

青
白
い
曳え

い

痕こ
ん

が
、
岩
田
機
の
機
首
か
ら
右
主
翼
の
付
け
根

に
か
け
て
突
き
刺
さ
っ
た
。

「
岩
田
っ
！
」

　

溝
畑
が
叫
ん
だ
と
き
、
岩
田
機
の
機
首
か
ら
炎
が
噴
き
出

し
た
。

　

機
体
を
立
て
直
そ
う
と
す
る
動
き
も
見
せ
る
こ
と
な
く
、

黒
煙
を
引
き
ず
り
な
が
ら
、
海
面
へ
と
墜
ち
て
ゆ
く
。

「
お
の
れ
！
」

　

溝
畑
の
口
か
ら
罵ば

声せ
い

が
飛
び
出
し
た
。

　

岩
田
は
、
大た

い

器き

の
片へ

ん

鱗り
ん

を
見
せ
て
い
た
搭
乗
員
だ
。

　

初う
い

陣じ
ん

で
零
戦
の
性
能
限
界
と
も
言
う
べ
き
一
〇
八
〇
浬
の

長
距
離
飛
行
と
空
中
戦
を
こ
な
し
、
生
還
し
た
の
だ
。

　

経
験
を
積
め
ば
、
周
防
に
も
劣
ら
な
い
凄す

ご

腕う
で

の
搭
乗
員
に

な
る
と
期
待
を
懸か

け
て
い
た
。

　

そ
の
岩
田
が
、
成
長
す
る
機
会
を
得
ら
れ
ぬ
ま
ま
、
ク
ェ
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ゼ
リ
ン
沖
の
海
面
に
消
え
て
い
っ
た
の
だ
。

　

岩
田
機
を
墜
と
し
た
Ｆ
４
Ｆ
は
、
機
体
を
右
に
横
転
さ
せ
、

垂
直
降
下
に
移
っ
て
い
る
。

　

溝
畑
は
躊た

め
ら躇
う
こ
と
な
く
Ｆ
４
Ｆ
を
追
う
。

　

あ
の
Ｆ
４
Ｆ
を
、
何
と
し
て
も
墜
と
す
。
岩
田
の
仇か

た
きを
討う

つ
。

　

そ
れ
以
外
の
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
。

　

一い
っ

旦た
ん

は
、
Ｆ
４
Ｆ
と
の
距
離
が
縮
ま
る
。
照
準
器
の
白
い

環
が
、
Ｆ
４
Ｆ
の
尾
部
を
捉
え
る
。

　

発
射
把
柄
に
力
を
込
め
よ
う
と
し
た
と
き
、
Ｆ
４
Ｆ
と
の

距
離
が
開
く
。

　

溝
畑
は
エ
ン
ジ
ン
・
ス
ロ
ッ
ト
ル
を
開
く
が
、
距
離
は
縮

ま
ら
な
い
。
Ｆ
４
Ｆ
の
姿
が
、
次
第
に
小
さ
く
な
っ
て
行
く
。

　

急
降
下
性
能
で
は
、
Ｆ
４
Ｆ
の
方
が
上
だ
。

「
畜ち

く

生し
ょ
う

！
」

　

溝
畑
は
、
追
跡
を
断
念
し
た
。

　

歯は

噛が

み
を
し
つ
つ
、
機
首
を
引
き
起
こ
し
た
と
き
、
鋭
い

打
撃
音
が
響
き
、
機
体
が
僅わ

ず

か
に
震
え
た
。

（
し
ま
っ
た
！
）

　

溝
畑
は
失
敗
を
悟
っ
た
。

　

Ｆ
４
Ｆ
だ
。

　

先
に
す
れ
違
っ
た
二
機
が
反
転
し
、
溝
畑
機
を
追
っ
て
来

た
に
違
い
な
い
。

　

溝
畑
は
、
左
の
水
平
旋
回
を
か
け
る
。

　

あ
た
か
も
行
く
手
を
塞ふ

さ

ぐ
よ
う
に
、
青
白
い
火
箭
が
前
方

を
よ
ぎ
る
。

　

右
旋
回
に
切
り
替
え
れ
ば
、
右
前
方
に
射
弾
が
放
た
れ
る
。

　

左
と
右
、
ど
ち
ら
に
旋
回
し
て
も
、
Ｆ
４
Ｆ
の
一
二
・
七

ミ
リ
弾
が
飛
ん
で
来
る
。

　

何
発
か
が
胴
体
を
擦
り
、
不
気
味
な
打
撃
音
が
響
く
。

　

右
主
翼
に
数
発
が
命
中
し
、
補
助
翼
が
ち
ぎ
れ
飛
ぶ
。

　

被
弾
に
よ
っ
て
空
気
抵
抗
が
増
大
し
た
の
か
、
零
戦
の
速

力
が
落
ち
る
。

　

二
機
の
Ｆ
４
Ｆ
は
、
溝
畑
の
退
路
を
塞
ぎ
つ
つ
、
ぐ
い
ぐ

い
と
距
離
を
詰
め
て
来
る
。

（
こ
ん
な
と
こ
ろ
で
…
…
！
）
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溝
畑
は
、
唇

く
ち
び
るを

噛
み
締
め
た
。

　

火
を
噴
く
機
体
や
、
自
身
の
肉
体
が
一
二
・
七
ミ
リ
弾
に

貫
か
れ
る
光
景
が
、
瞼ま

ぶ
たの
裏
に
浮
か
ん
だ
。

　

直
後
、
左
後
方
に
火か

焔え
ん

が
躍お

ど

っ
た
。

　

Ｆ
４
Ｆ
一
機
が
黒
煙
を
噴
き
出
し
、
急
速
に
高
度
を
下
げ

て
ゆ
く
。

　

残
っ
た
一
機
は
機
体
を
横
転
さ
せ
、
離
脱
に
か
か
る
。

　

た
っ
た
今
、
Ｆ
４
Ｆ
一
機
を
墜
と
し
た
周
防
機
が
、
溝
畑

機
の
右
脇
に
並
ぶ
。

　

溝
畑
は
、
大
き
く
息
を
つ
い
た
。

　

地じ

獄ご
く

の
門
を
く
ぐ
る
寸す

ん

前ぜ
ん

で
、
周
防
が
現げ

ん

世せ

に
引
き
戻
し

て
く
れ
た
の
だ
。

　

周
防
が
手
信
号
を
送
っ
て
い
る
。

　

後
方
―
ク
ェ
ゼ
リ
ン
本
島
が
あ
る
方
向
を
指
し
て
い
る
。

　

基
地
に
戻
る
よ
う
、
合
図
し
て
い
る
の
だ
。

　

溝
畑
は
、
正
面
上
方
を
見
た
。

　

敵
編
隊
は
遠
く
な
り
、
蒼そ

う

空く
う

の
中
に
消
え
か
か
っ
て
い
る
。

　

今
か
ら
で
は
、
追
い
つ
け
な
い
。

　

機
体
も
被
弾
し
、
傷
つ
い
て
い
る
。

　

追
撃
戦
は
、
こ
こ
ま
で
だ
。

「
済
ま
ぬ
、
岩
田
」

　

機
体
を
反
転
さ
せ
な
が
ら
、
溝
畑
は
戦
死
し
た
部
下
に
詫わ

び
た
。

　

深
追
い
を
し
た
ば
か
り
に
、
将
来
有
望
な
若
い
搭
乗
員
を

死
な
せ
て
し
ま
っ
た
。

　

敵
が
引
き
上
げ
に
か
か
っ
た
時
点
で
、
帰
還
し
て
い
れ
ば
、

岩
田
を
失
わ
ず
に
済
ん
だ
は
ず
だ
。

　

悔く

や
ん
で
も
悔
や
み
き
れ
な
い
失
態
だ
っ
た
。

「
ま
だ
、
終
わ
っ
た
わ
け
じ
ゃ
な
い
」

　

溝
畑
は
、
自
身
に
言
い
聞
か
せ
た
。

　

ク
ェ
ゼ
リ
ン
本
島
の
飛
行
場
は
損
害
を
受
け
た
も
の
の
、

な
お
健
在
だ
。

　

ル
オ
ッ
ト
島
の
飛
行
場
は
攻
撃
を
受
け
て
い
な
い
。

　

敵
が
マ
ー
シ
ャ
ル
の
制
空
権
奪
取
を
狙
っ
て
い
る
な
ら
、

第
二
次
空
襲
が
必
ず
あ
る
。

　

い
や
、
司
令
部
は
敵
機
動
部
隊
へ
の
反
撃
を
考
え
て
い
る
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の
で
は
な
い
か
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
岩
田
の
仇
を
討
つ
機
会
は
あ
る
は
ず
だ
。

　

そ
う
考
え
つ
つ
、
溝
畑
は
傷
つ
い
た
零
戦
を
操
っ
た
。

　

礁
し
ょ
う

湖こ

の
向
こ
う
に
見
え
て
い
た
ル
オ
ッ
ト
島
が
拡
大
し
、

滑
走
路
が
視
界
に
入
り
始
め
た
。

２

　

攻
撃
隊
は
、
ば
ら
ば
ら
に
な
っ
て
帰
還
し
て
来
た
。

　

多
く
は
小
隊
単
位
、
あ
る
い
は
単
機
で
の
帰
還
だ
。

　

凱が
い

旋せ
ん

と
は
、
到と

う

底て
い

言
え
な
い
。
銃
を
杖つ

え

代
わ
り
に
よ
ろ
め

き
歩
く
、
敗は

い

残ざ
ん

兵へ
い

の
よ
う
な
有あ

り

様さ
ま

だ
。

　

空
母
の
飛
行
甲
板
上
に
滑
り
込
ん
で
来
た
帰
還
機
を
見
る

と
、
一
層
そ
の
感
を
強
く
す
る
。

　

胴
体
に
大
穴
を
穿う

が

た
れ
た
も
の
、
主
翼
が
さ
さ
く
れ
立
っ

て
い
る
も
の
、
エ
ン
ジ
ン
・
カ
ウ
リ
ン
グ
に
穿
た
れ
た
破
孔

か
ら
エ
ン
ジ
ン
・
オ
イ
ル
が
漏
れ
出
し
て
い
る
も
の
等
、
損

傷
機
が
ほ
と
ん
ど
だ
。

「
負
傷
者
あ
り
。
救
護
頼
む
」

　

と
通
信
を
送
り
な
が
ら
、
着
艦
し
て
来
る
機
体
や
、
着
艦

と
同
時
に
着
陸
脚
が
折
れ
、
火
花
を
散
ら
し
な
が
ら
飛
行
甲

板
上
を
滑
る
機
体
も
あ
る
。

「
あ
る
程
度
の
損
害
は
覚か

く

悟ご

し
て
い
た
が
、
こ
こ
ま
で
や
ら

れ
る
と
は
な
」

　

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
第Ｔ

Ｆ

１

４

一
四
任
務
部
隊
司
令
官
オ
ー
ブ
リ

ー
・
フ
ィ
ッ
チ
少
将
は
唸う

な

り
声
を
発
し
た
。

　

旗き

艦か
ん

「
サ
ラ
ト
ガ
」
の
通
信
室
は
、
攻
撃
隊
各
機
よ
り
発

せ
ら
れ
た
通
信
を
傍ぼ

う

受じ
ゅ

し
て
い
る
。

「
後
ろ
に
付
か
れ
た
！ 

振
り
切
れ
な
い
！
」

「
喰
ら
っ
た
！ 

火
事
だ
！ 

助
け
て
く
れ
！
」

「
Ｆ
４
Ｆ
は
何
を
や
っ
て
る
！ 

奴
ら
を
追
っ
払
っ
て
く

れ
！
」

　

と
い
っ
た
叫
び
声
が
、
何
度
も
受
信
さ
れ
て
い
る
の
だ
。

　

ク
ェ
ゼ
リ
ン
環
礁
は
、
マ
ー
シ
ャ
ル
の
中
心
と
な
る
存
在

で
あ
る
だ
け
に
、
守
り
が
非
常
に
堅
い
。

　

受
信
さ
れ
た
攻
撃
隊
の
通
信
や
、
帰
還
し
た
各
機
の
姿
が
、



　
ア
メ
リ
カ
海
軍
が
運
用
す
る
レ
キ
シ
ン
ト
ン
級
空
母
の
２
番
艦
。
も
と

も
と
は
レ
キ
シ
ン
ト
ン
級
巡
洋
戦
艦
３
番
艦
と
し
て
起
工
さ
れ
た
が
、
ワ

シ
ン
ト
ン
海
軍
軍
縮
条
約
に
よ
る
戦
艦
の
保
有
制
限
を
受
け
、
空
母
に
設

計
変
更
の
う
え
、
1927年

11月
に
就
役
し
た
。
全
通
式
一
段
飛
行
甲
板
や

右
舷
に
島
型
艦
橋
を
置
い
た
レ
イ
ア
ウ
ト
、
凌
波
性
を
考
慮
し
た
艦
首
な

ど
、
非
常
に
先
見
性
の
あ
る
設
計
と
言
わ
れ
る
。

　
一
方
で
、
竣
工
当
時
、
艦
橋
の
前
後
に
は
20.3セ

ン
チ
連
装
砲
が
各
２
基

ず
つ
配
置
さ
れ
て
い
た
が
、
対
空
火
力
の
増
強
を
図
る
べ
く
、
12.7セ

ン
チ

連
装
両
用
砲
に
換
装
さ
れ
て
い
る
。

　
搭
載
機
数
は
70機

か
ら
80機

に
達
し
、
ア
メ
リ
カ
海
軍
の
空
母
の
な
か

で
は
最
多
を
誇
る
。
開
戦
劈
頭
の
ウ
ェ
ー
ク
沖
海
戦
で
僚
艦
「
レ
キ
シ
ン

ト
ン
」
が
被
雷
、
修
理
工
事
を
行
っ
て
い
る
現
在
、
太
平
洋
戦
線
で
本
艦

が
果
た
す
べ
き
役
割
は
誠
に
大
き
い
と
言
え
る
。

全
長
 

270.6m
最
大
幅
 

32.3m
基
準
排
水
量
 

36,000ト
ン

主
機
 

タ
ー
ボ
・
エ
レ
ク
ト
リ
ッ
ク
 4基
／
4軸

出
力
 

180,000馬
力

速
力
 

33.3ノ
ッ
ト

兵
装
 

12.7cm 38口
径
 連
装
両
用
砲
 4基
 8門

 
12.7cm 38口

径
 単
装
両
用
砲
 12門

 
40mm4連

装
機
銃
 24基

 
20mm 単

装
機
銃
 24丁

航
空
兵
装
 

70機
～
80機

乗
員
数
 

2,791名
同
型
艦
 

レ
キ
シ
ン
ト
ン

ア
メ
リ
カ
海
軍
 レ
キ
シ
ン
ト
ン
級
航
空
母
艦
「
サ
ラ
ト
ガ
」
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そ
の
事
実
を
物
語
っ
て
い
た
。

　

最
後
の
一
機
が
着
艦
し
て
か
ら
数
分
後
、
航
空
参さ

ん

謀ぼ
う

の
シ

ド
ニ
ー・
ブ
ル
ー
ム
バ
ー
グ
少
佐
が
艦か

ん

橋き
ょ
うに
上
が
っ
て
来
た
。

「
Ｖ

Ｆ

３

サ
ラ
ト
ガ
」
戦
闘
機
隊
の
隊
長
テ
ッ
ド
・
ク
リ
ン
ス
マ
ン

少
佐
と
急

Ｖ

Ｂ

３

降
下
爆
撃
機
隊
の
隊
長
ヴ
ィ
ク
タ
ー
・
チ
ッ
プ
ス

中
佐
を
従
え
て
い
る
。

　

ク
リ
ン
ス
マ
ン
は
血
が
滲に

じ

ん
だ
包
帯
を
頭
に
巻
い
て
お
り
、

チ
ッ
プ
ス
は
左
腕
を
三さ

ん

角か
く

巾き
ん

で
首
か
ら
吊
っ
て
い
た
。

「
第
一
次
攻
撃
隊
の
出
撃
機
数
、
Ｆ
４
Ｆ
二
八
機
、
ド
ー
ン

ト
レ
ス
四
四
機
、
計
七
二
機
で
す
。
帰
還
機
数
は
Ｆ
４
Ｆ
一

七
機
、
ド
ー
ン
ト
レ
ス
二
九
機
、
計
四
六
機
で
す
。
第
二
次

攻
撃
隊
は
、
Ｆ
４
Ｆ
二
四
機
、
ド
ー
ン
ト
レ
ス
四
〇
機
、
計

六
四
機
で
す
。
帰
還
機
は
、
Ｆ
４
Ｆ
一
六
機
、
ド
ー
ン
ト
レ

ス
二
五
機
、
計
四
一
機
で
す
。
第
一
次
、
第
二
次
と
も
、
帰

還
機
に
は
被
弾
・
損
傷
し
て
い
る
機
体
が
多
く
、
直た

だ

ち
に
再

出
撃
の
可
能
な
機
数
は
、
二
艦
合
計
で
六
〇
機
を
割
り
込
む

と
見み

積つ

も
ら
れ
ま
す
」

　

沈
ん
だ
声
で
、
ブ
ル
ー
ム
バ
ー
グ
は
報
告
し
た
。

「
損
耗
率
は
三
六
パ
ー
セ
ン
ト
か
」

　

呻う
め

き
声
を
上
げ
た
参
謀
長
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ホ
イ
ッ
ト
ニ
ー

大
佐
に
、
ブ
ル
ー
ム
バ
ー
グ
は
言
っ
た
。

「
ク
ル
ー
に
つ
い
て
は
、
損
耗
率
は
更
に
高
く
な
り
ま
す
。

機
上
戦
死
し
た
ド
ー
ン
ト
レ
ス
の
偵
察
員
や
、
重
傷
を
負
い
、

復
帰
は
不
可
能
と
思
わ
れ
る
Ｆ
４
Ｆ
の
ク
ル
ー
が
お
り
ま
す

か
ら
」

「
ク
ェ
ゼ
リ
ン
に
お
け
る
日
本
軍
の
防
空
態
勢
は
、
そ
こ
ま

で
強
力
と
い
う
こ
と
か
？
」

　

フ
ィ
ッ
チ
の
言
葉
に
、
ク
リ
ン
ス
マ
ン
が
無
念
そ
う
に
答

え
た
。

「
敵
戦
闘
機
に
手
こ
ず
り
ま
し
た
。
ジ
ー
ク
の
コ
ー
ド
名
で

呼
ば
れ
る
機
体
で
す
」

　

ジ
ー
ク
は
、
速
力
、
上
昇
性
能
、
運
動
性
能
の
三
つ
で

Ｆ
４
Ｆ
を
上
回
っ
て
お
り
、
Ｖ
Ｆ
３
も
、「

Ｖ

Ｆ

ホ
ー
ネ
ッ
ト
」

戦
８闘機
隊
も
苦
戦
を
強し

い
ら
れ
た
。

　

特
に
旋
回
性
能
が
高
く
、
Ｆ
４
Ｆ
が
有
利
な
ポ
ジ
シ
ョ
ン

を
取
っ
て
も
、
す
ぐ
後
方
に
回
り
込
ま
れ
て
し
ま
う
。



★
ご
覧
い
た
だ
い
た
立
ち
読
み
用
書
籍
は
Ｐ
Ｄ
Ｆ

形
式
で
、
作
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
続
き
は

書
店
に
て
お
求
め
の
上
、
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。




